
会長 髙橋康文  副会長 近藤 勝  幹事 那須一仁  副幹事 西玉 靖 

 例会日 毎週火曜日 12：30～13：30 

 第四例会日 夜間   18：00～19：00 

 例会場    浅草ビューホテル TEL 03-3847-1111 

 事務局    松尾 陽子 

      〒121-0813 

      足立区竹ノ塚 6-15-12  メゾン竹ノ塚 601 

      TEL 03-5851-7720    FAX 03-5851-7755  

      e-mail:  tokyo-adachi @ vega.ocn.ne.jp 

<出席報告> 本日の出席者(免除者を含む実数)12+1名 

１１月の受付当番 江川(勝)君/菊池君 

21名中 

対   象 

会員数 

 １０月２８日分 １０月７日分確定 

出席数 出席率 出席数 

（含MU） 
出席率 

18名 12+1 68.42 85.00 15+2 

次週の卓話 

 

｢出逢い・感謝 ボクシングのおかげで｣ 
吉田和敏君 

 

本日の卓話 

 

｢創立50周年記念例会に伴う 

 台中北區ＲＣ接待についての話合い｣ 

 第2216回2025年10月28日例会報告 
 

 ・点鐘 

 ・ロータリーソング「手に手つないで」 

 ・童謡「大きな古時計」 

 ・会長報告  

  １２月２日に「年次総会」があります。それに備えての 

  動きとして、１１月１８日に予定しておりました第３回 

  創立５０周年例会実行委員会を１１月２５日に先送りし 

  「推薦委員会」を開催させて頂きます。次年度の理事・ 

  役員選任の打合せとなる「推薦委員会」は、本来パスト 

  会長を招集し行っておりましたが、今年度は今後の少人 

  数クラブの在り方を、メンバー全員で話し合いたいと思 

  います。皆様、宜しくお願い致します。また、その前に 

  推薦委員会の件は改めて発表致します。 

 ・幹事報告 

  １０月３０日は江北ＲＣのオープン例会です。上野精養 

  軒・桜の間にて、１２時３０分より開催されます。当ク 

 

 ｢よいことのために手を取りあおう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年度 会長のテーマ 
 

｢ RE BORN ｣  

2025-26 RI会長 フランチェスコ･アレッツォ 

RI 2580地区 ガバナー  中川雅雄 

 ラブからは１１名のメンバーが参加登録しております。 

 参加登録しているメンバーの皆様、宜しくお願い致しま 

 す。追加登録も出来ますので、希望されるメンバーは事 

 務局にお申し出下さい。 

・堀口会員増強委員長より会員増強関連のお話。 

 

１１月はロータリー財団月間です｡ 

第2217回例会 2025年11月11日  

＜ １０月２８日 卓話 江川勝君 ＞  



■ 公共イメージ・デジタル推進  笠井和利    ■ 用紙提供 大村照雄 

 

ニコニコボックス 
 

                     １０月２８日分 
 

・髙橋君（久し振りの夜間例会です。宜しくお願い致しま 

     す。） 

・江川(勝)君（本日の卓話をさせて頂きます。） 

・近藤君（旧東分区懇親ゴルフ大会で、夫婦共に飛び賞を 

     頂きました。） 

・小倉君（前回帽子の忘れ物をし、取っておいて頂きまし 

     た。有難う御座います。暖かくして帰れます。) 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 本日の合計             １３，０００円 

 累   計            ６２０，５００円 

 

１１月のお祝い 
  

  配偶者誕生日祝 
 

   笠井君（11/ 8）  
 

 結婚記念日祝 
 

      瀬田君（11/ 2） 江川(勝)君（11/ 5）   

   笠井君（11/ 8）    

 

おめでとうございます！！ 

 

 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 
 

ROTARY INTERNATIONAL 

“ ＲＩ指定記事 ” 
（「ロータリーの友」11月号より抜粋） 

 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

 

台北国際大会  

～大会初参加者のためのガイド～ 
 

   初めて国際大会に参加すると、世界中から集ま 

 った何千人もの会員に囲まれ、その熱気に圧倒さ 

 れるでしょう。「会場に足を踏み入れると誰もが 

 目を輝かせ、参加者の多さに驚きます」と語るの 

 は、昨年カルガリー大会に初参加したカルガリー 

 大学 RAC会員のシャービ・シャーさん。若者によ 

 る分科会で学び、世界各地の仲間と直接会えるこ 

 とを楽しみにしていました。大会中には仲間と地 

 元のゲームセンターで集まる機会もありました。 
 

  多くの参加者がまず訪れるのは「友愛の家」。 

 国際大会の目抜き通りともいえる会場で、クラブ 

 や協力団体の活動展示、ロータリーのツール紹介 

 などを体験でき、活気に満ちています。 
 

  開会式と国旗入場式は、ロータリーという世界 

 的ファミリーの一員であることを実感する瞬間。 

 加盟国の旗が登場すると会場は歓声に包まれ、自 

 国の旗に声援を送るのも大会ならでは。 
 

  大会を知るには、経験者の声を聞くのが一番。  

 シンガポールやメルボルン、ヒューストン大会に 

 参加した友人たちの体験談に触れ、「次こそは見 

 逃せない」と語る会員も少なくありません。 
 

  ウガンダ・ンゴラRCのアンソニー・アガマさん 

 は、初参加したカルガリー大会で感銘を受け、 

 2026年 6月13～17日に開催される、台北大会に登 

 録。「地域社会を変えたいと願う人々が集う場で  

 あり、人類と進歩、奉仕への愛をたたえる行事」 

 と力強く語ります。      

 

 

 

   詳しい情報とご登録はこちら 
 

                convention.rotary.org から 

 


